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多民族 ・ 多言語国家における少数民族へ の教育政策

一
多民族国家ラオス を事例として一

乾 美紀 （日本学術振興会特別研究員）

L 　はじめに
一本研究の 目的

　現在まで 、 少数民族へ の教育政策に関す る

研究は、ア メ リカ や イギ リス などを中心 と した

先進 国や 、もは や開 発途上 国と は呼 べ ない

NIES 諸国に焦点が置かれ て きた。しか し、複

雑な民族構成の ため に葛藤が表面化 しやす い 途
上国 に お い て こ そ、少数民族 の 諸問題が深刻で

ある の で は な い だろうか 。

　本稿では第一
に 、 先進諸国に おけ る少数民

族へ の教育政策を検討する 。 特に先行研究の多
い 3 ヶ 国を選び、それ ぞれ の 国で教育政策が ど

の よう に変遷 し、現在 どの ような状態にある の

か、そ の 流れを考察する 。

　第二 に、 ワ トソ ン （1980）が類型化 した東

南 ア ジ ア の教育政策類型モ デル に焦点を置 き 、

それ らが先進国の教育政策とど の ように異な る

か 、 または どの ような共通点を持 っ て い る か に

つ い て検討する。尚、本発表で は類型 モ デル に

含まれ て い なか っ た ラ オ ス を取 りあげ 、 教育政

策が教育の 現状に与えて い る影響を報告する。

il．先進諸国に おける教育政策の変遷

　初め に ア メ リカ の教育政策を歴史的 にたどる

と、ヨ ーロ ッ パ か ら移民が多様化 した時に は 、

学校教育におい ても移民 を同化する べ きだ と い

う 「同化政策」 が主流で あ っ た 。

』
しか し移民が

増加す ると 、 異な る民族が平等に融合 して新し

い ア メ リカ人 と して統一
され る べ きだ とい う

「る つ ぼ論玉 「融和論」が現れ て きた （初瀬）。

　この 後20世紀 の 後半になると、多様 性を認めた

上で異なる民族が共存するとい う視点で多文化主

義が生まれ 、この 理念を学校教育 の 理念に取りい

れる多文化教育の 理念が次第に強化されて きて

い る（Banks ，1989）。

　次に、イギリス にお ける60年代まで の教育政策

は 「同化政策」と呼ばれて い る。 こ れは ア メリカの

同化政策と同じく、移民を社会に適応させ て い くこ

とで ある ，
しか し70 年代を迎えると、政府は同化

政策に消極的になり、少数民族の文化を欠い ては

イギリス
．
文化が考えられ ない ことを率直に承認する

「多文化主義 」の時期に入 っ た。民族間の違い が

正 当だと認められ、そ れぞれの 文化を維持できる

多民族社会に変化しためだ Baumann ，1996 ）。

　また、オー
ス トラリアも同化政策から多文化主義

国家に変遷してい る 。 オ
ー

ス トラリア は 20 年ほ ど

前までは 白豪主義とよばれる有色人種排斥政策

を採用 してい た人種差別国家であっ たが、第二 次

世界大戦後、移住政策 の ために多くの 異なる背景

を持 っ た人 々 を受入 れるこ ととなっ た。その 後も

低賃金労働者を確保したり、インドシナ難民を受

け入れ た結果、社会が多様化したため、移民や難

民文化、言語の 維持を尊重する多文化主義に転

換して い っ たの である（関根，1998）。

　 以上の 3ヶ 国に共 通する 点 は 、少数民族に 対

する社会的概念及 び教育政策が 、同化政策か ら

多文化主義の 方向 へ 転換してい ることである。

皿．東南アジアにおける教育政策

　ワ トソ ン （1980）は、東南ア ジ ア 4 ヶ 国の民

族教育政策を国家目標の関係で 3 つ に類型化 し

た。それぞれ の 国に お け る教育政策の 現状はい

かな る もの であろ うか 。

　 まず、ワ トソ ン は諸民族の 言語や文化を平

等に尊重 しなが らも多様性の中で の統一
を 目標

と して きた シ ン ガポール の民族教育政策を 「文

化的多元主義」 と類型 して い る 6 学校教育 に も

母語と英語を義務づ け る ニ カ 国語教育 や 民族文

化を尊重する理念が浸透 し て い る が、こ の よ う

な教育政策と前述 した先進国の多文化主義に は

共通点を見い だすこ と がで きる。

　 マ レーシ ア は 、 独立後か らマ レー人優先政

策を推 し進め、マ レー語の 国語化政策を強力に

実施する教育制度を制定 して い るが、ワ トソ ン

は こ の ような教育政策を 「統合政策」 と呼び、

同化政策とは区別 して分類 している 。 同化政策

で は現存の ア イデ ン テ ィ テ ィ を国民統合に 用 い

るが、統合政策では新たに融合的に形成された

ア イデ ン テ ィ ティ を用い る点が異なる。

　次 に、ワ トシン はタイ及びイ ン ドネ シ ア の 教

育政策を 「同化政策」 と類型化 して い る。両国

と も国内の 少数民族に対 して 国語の 習得を通 じ

た教育を義務づ けて きたが 、 タイは特に少数民

族を文化的同化政策の対象と して きた とい える 。

こ の ような教育の方針や政府介入の結果、国内

の少数民族間の境界線は、多くの場 合曖昧にな ．

っ て きて お り、多数存在す る少数民族 の アイ デ 、
．

ン テ ィ テ ィ は尊重され ない 傾向に ある とい える 。
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一
方、イ ン ドネ シ ア はニ カ国語教育を認め、

地域科カ リキ ュ ラ ム を導入す るなど して 少数民

族の言語や 文化 の維持を図 っ て お り、近年は 多

様性を尊重する教育政策をと っ て い る 。 そ の結

果、タイよりもかな り緩やか な同化を見せ て お

り、現在では多文化主義によ り近い方向に向 っ

てい るともいえ る。

lV．ラオス における教育政策

　次に 、ワ トソン の 類型モ デル に含まれなか っ た

ラオ ス をとりあげ 、 そ の 教育政策を検討する。 ラオ

ス には 68 以上 の少数民族が存在するが 、 多数

派民族の低地ラ オが政治や経済の 中心 を担 っ て

い る。社会主義政権成立後、政府は低地ラ オ が

話す ラ オ語を教育言語と して定めたが、こ れ は

国を統
一

しラ オ ス 人 としての 意識を高め るため

の 国策で あ っ た 。 学校で は低地 ラ オ の文化や習

慣が教えられて い る こ と か ら、タ イ同様の 「同

化政策」がと られて い ると言える。

　 この同化政策は教育史上、変化 して い ない

が 1988 年 に施行された 「2000 年に向けて の

教育政策」や 1991 年に制定された 「新ラ オ ス

憲法」 では、少数民族が住む地域の教育を発展

させ、彼 らにも平等な教育機会を与えることに

焦点を置い て い る 。 同年開催された教育会議で

も、少数民族へ の 教育拡大が重要な目標の とさ

れた。こ の ように、政府は教育政策として同化

政策を掲げなが らも 、 全国 に散在する少数民族

に対 して積極的 に 問題を提起して い る 。

　
一
方で 、 同化政策に 基 づ い た教育を受 ける少

数民族 は様 々 な問題 を抱 え て い る 。 Evans

（1995）は 、遠隔地に居住する 少数民族 の 子

どもはある意味で教育ハ ン デ ィ キ ャ ッ プを持 っ

て お り、特別な配慮が必要であると主張 して い

る。 少数民族の子どもたち は、小学校入学まで

ラオ語に触れ る機会がな い の に もかかわ らず、

ラ オ語の み で 教育が行われ るため、学習進度が

遅い の ためである。こ の よ うな状況下、ほとん

どの 少数民族居住地 に お い て ラ オ語を話せ る小

学校教 師 の 不足が続 い た の も事実で ある、こ の

点を考えると 、 母語がラオ語で ある低地 ラ オ の

子どもたちは、言語学習能力と識字に関 して 有

利であると言え る （Fox．1986）。

　こ の ような先行研究や、発表者がラオ ス の少

数民族、モ ン の 村で 行 っ た聞き取り調査 （当日

資料配布参考）からも、同化政策下に おかれて

い る少数民族は学校教育及び言語や文化の継続

に関 して不利な立場に置かれて い る現実を伺う

こ とができる 。

V ．考　 察

　以上の例か ら考察する限り、先進国に おけ る

教育政策は多文化主義に転換 して い る が、途上

国で は未だ に 同化 ・統合政策をと る傾向がある

こ と が明らか に な っ た 。 また 、 ア メ リカ や イ ギ

リス などの 国がかつ て は同化政策をと っ て きた

こ とを検討すると、同化政策は開発途上 にある

国が
一時的に せよ採用する政策で ある と言え る 。

　それ で は、なぜ発展途上に ある国 々 で は同化

政策が と られ やす く、 多文化主義が浸透 しに く

い のか 。 この理由に関して は い くつ か の論点が

挙げ られて い る の で紹介 したい 。

　綾部 （1995）は、多文化主義は確か に望まし

い規範で あり実現す べ き目標 であるが、多くの途

上国は人為的な国境線と複雑な民 族に悩まされ

て い るた め 、多文化主義を規範とい うよりもむしろ

現実として受け止 めざるを得な い と指摘して い る 。

また 、 初瀬（1998 ）は、多文化主義はア ジア諸国

で機能不全に陥ることが 多い と述べ て い る。そ の

理由として は、各民族集団が互 い の 相違点を理解

するが未だ困難で あることに加 えて 、民族集団 の

大衆の 行動がエ リートの コ ン トロ
ー

ル を超 えて進

んで い っ て しまうからである。

しか し最大の 理由は、途上国が早急な形で 国民

国家を建設することを目的とするため、多文化主

義を享受してい る余裕がない ためだ と言える。 そ

の ために文化や言語 、そして社会制度を
一

元化

することに なるの だ。 また、多民族社会に お い て

は 各民族集団の 個人が競っ て雇用機会を求める

が、その 時に 自民族の ア イデン ティティを主張して

い ては雇用機会に恵まれず、労働市場にも参加

できない ことも原因となるで あろう。 この ような状

況の ため に、多数派 を構成する民族の言語や文

化が強化され 、少数民族の それ はさらに マ
ージナ

ル な存在 へ と押しとめられて い るの で ある。

　本研究の結果、 タイや ラ オ ス で と られ て い る

同化政策に は 依然多 くの問題が残 り、それが教

育の 現状にも影響を与えて い る こ とが明 らか に

な っ た。少数民族の文化や 母語が多数派の それ

に呑 み 込 まれ、尊重されない結果 とな っ てい る

か らだ。Girasoliは多民族社会に お い て理想と

される理念は 、それぞ れ の 民族が存続 して い く

ため に も民族 としての ア イデ ン テ ィ テ ィ を維持

する こ とだ と述 べ て い る （Girasoli，1995）。 シ

ン ガポール が文化的多元主義を掲げ、イ ン ドネ

シ ア も多文化主義的思考に移行 しつ つ あるよう

に、途上国が先進国 の多文化教育の例か ら導入

で きる点は ある だ ろ うか。こ の点 に つ い て検討

する こ とを今後の研究課題と した い
。

　　　　　　　　　　　（引用文酬 ま当日提示する）
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